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第
一
節
　
富
士
宮
市
の
気
象
観
測

　
静
岡
県
は
日
本
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
北
部
の
山
岳
地
帯
を
除
け
ば
、
全

般
的
に
温
暖
な
海
洋
性
気
候
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
富
士
山
の
南
西
麓
に
位
置

し
て
い
る
富
士
宮
市
の
気
候
は
、
静
岡
県
の
な
か
で
も
、
特
に
複
雑
な
気
象
値

を
も
つ
地
域
で
あ
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
夏
は
短
く
て
暖
か
く
、
蒸
し
暑
く
て

ほ
ぼ
曇
り
で
あ
る
が
、
冬
は
寒
く
て
湿
度
が
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
一
年

を
通
し
て
温
暖
で
、
人
々
が
生
活
す
る
た
め
の
気
候
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

北
部
地
域
で
は
、
年
に
一
～
二
度
降
雪
が
あ
る
く
ら
い
で
、
市
街
地
で
は
降
雪

が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
、
夏
の
朝
霧
高
原
は
過
ご
し
や
す
い
。

　
ま
た
、
富
士
・
愛あ

し

鷹た
か

・
御み

坂さ
か

・
毛け

無な
し

・
天
子
山
地
に
囲
ま
れ
、
沿
岸
部
よ
り

気
温
の
日
較
差
や
年
較
差
が
大
き
い
こ
と
か
ら
盆
地
気
候
に
近
い
。
し
か
し
、

海
洋
と
は
山
に
よ
っ
て
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
比
較
的
乾
燥
し
て
降

水
量
が
少
な
い
と
い
う
盆
地
気
候
の
特
徴
は
も
っ
て
い
な
い
。

　
富
士
宮
市
は
、
富
士
山
頂
の
三
七
七
六
ｍ
か
ら
山
麓
の
二
六
ｍ
ま
で
標
高
差

が
日
本
一
大
き
な
市
で
、
市
域
も
静
岡
県
で
四
番
目
に
広
く
、
多
く
の
川
は
、

ほ
ぼ
北
東
か
ら
南
西
の
ち
南
に
流
れ
て
、人
口
が
多
い
市
の
南
部
に
向
か
う（
図

２−

１
）。
こ
の
た
め
、
川
筋
に
沿
っ
て
特
有
の
複
雑
な
気
象
変
化
を
示
す
こ

と
が
あ
る
。

　
気
温
は
海
抜
高
度
が
増
す
に
し
た
が
っ
て
低
下
す
る
の
で
、大
き
く
見
る
と
、

北
に
進
む
ほ
ど
海
抜
高
度
が
増
す
富
士
宮
市
は
、
南
暖
北
冷
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

　
な
お
、
富
士
宮
市
の
中
心
部
は
、
近
隣
の
沼
津
市
や
富
士
市
の
中
心
部
と
比

図２−１　富士宮市の水系図

べ
る
と
、
年
平
均
気
温
は
や
や
低
め
で
あ
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
ま

た
、富
士
山
麓
に
あ
る
標
高
が
高
い
御
殿
場
市
の
中
心
部
よ
り
は
気
温
が
高
い
。

　
近
年
、
異
常
気
象
や
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
局
地
的
集
中
豪
雨
に
よ
る
都
市

部
の
内
水
氾
濫
や
中
小
河
川
氾
濫
な
ど
、
極
め
て
短
時
間
に
降
る
大
雨
に
よ
る

水
害
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
台
風
が
大
型
化
し
て
大
雨
を
降
ら
せ

た
り
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
頻
度
が
増
え
た
り
し
て
、
一
つ
の
現
象
に
よ
る
雨

量
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
富
士
宮
市
で
も
無
関
係
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。
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図 2-2　富士山頂が 0℃の時の
富士宮市の気温（平均的な気温
減率の場合）と富士宮市の気象
観測所（①御中道、②朝霧野外
活動センター、③大沢川橋、④
山宮小学校、⑤富士根南小学校、
⑥消防本部、⑦芝川分署、⑧楠

くす

金
がね

、⑨富士宮第二中学校）、⑩
アメダスの白糸観測所

　
富
士
山
の
山
麓
か
ら
山
頂
ま
で
の
気
温
減
率
（
高
度
が
増
す
に
つ
れ
て
気
温

が
低
く
な
る
割
合
）
は
、
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
約
〇・
五
℃
で
あ
る
が
、
晴
れ
て

い
る
時
よ
り
、
曇
っ
て
い
る
時
の
方
が
気
温
減
率
は
や
や
大
き
い
傾
向
に
あ

る
。
こ
こ
で
、
対
流
圏
下
部
の
平
均
的
な
気
温
減
率
で
あ
る
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き

〇・
六
℃
を
使
う
と
、
富
士
山
頂
が
〇
℃
の
時
は
、
白
糸
（
海
抜
五
三
五
ｍ
）

付
近
で
は
一
九・
四
℃
、
富
士
宮
第
二
中
学
校
（
海
抜
一
四
五
ｍ
）
付
近
で
は

二
一・八
℃
と
な
る
（
図
２−

２
）。

　
ま
た
、
同
じ
標
高
で
も
、
海
岸
線
か
ら
北
上
す
る
に
し
た
が
っ
て
内
陸
的
と

な
り
、
富
士
川
沿
い
や
潤
井
川
沿
い
で
も
場
所
に
よ
っ
て
気
温
は
大
き
く
異
な

る
。

　
気
象
庁
で
は
、
地
方
気
象
台
な
ど
に
加
え
、
全
国
に
約
一
三
〇
〇
カ
所
の
地

域
気
象
観
測
所
（
以
下
ア
メ
ダ
ス
と
す
る
）
を
設
置
す
る
な
ど
気
象
観
測
網
を

展
開
し
て
い
る
。
静
岡
県
で
は
、
静
岡
市
に
静
岡
地
方
気
象
台
を
設
置
し
、
詳

細
な
気
象
観
測
を
し
て
い
る
。
加
え
て
、
富
士
宮
市
に
は
白
糸
に
ア
メ
ダ
ス
を

設
置
し
雨
量
を
、
富
士
山
頂
に
特
別
地
域
気
象
観
測
所
を
設
置
し
、
気
温
と
湿

度
、気
圧
を
観
測
し
て
い
る
。な
お
、富
士
山
頂
に
は
、平
成
一
六
年（
二
〇
〇
四
）

ま
で
は
有
人
の
測
候
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
で
、
参
考
値
な
が
ら
天
気
や
風

な
ど
の
平
年
値
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
気
象
庁
で
は
、
気
象
台
や
ア
メ
ダ
ス
の
無
い
所
の
平
年
値
を
、
地

形
な
ど
の
影
響
を
考
慮
し
、
全
国
を
一
㎞
四
方
の
網
目
単
位
（
メ
ッ
シ
ュ
単

位
）
で
メ
ッ
シ
ュ
気
候
値
を
作
成
し
て
い
る
。
メ
ッ
シ
ュ
気
候
値
の
気
象
要
素

は
平
均
気
温
・
日
最
高
気
温
・
日
最
低
気
温
・
降
水
量
・
最
深
積
雪
・
日
照
時

間
・
全
天
日
射
量
の
月
別
お
よ
び
年
の
平
年
値
で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、
特
に

こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
こ
の
メ
ッ
シ
ュ
気
候
値
の
う
ち
、「
メ
ッ
シ
ュ
気
候
値

二
〇
一
〇
」（
昭
和
五
六
年
～
平
成
二
二
年
〈
一
九
八
一
～
二
〇
一
〇
〉
の
平

年
値
）
の
富
士
宮
市
役
所
を
含
む
メ
ッ
シ
ュ
の
値
を
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
の
気
候

値
と
す
る
。
さ
ら
に
、
静
岡
市
の
静
岡
地
方
気
象
台
の
気
候
値
を
静
岡
市
の
気

候
値
と
す
る
。

　
ま
た
、
図
２−
２
で
示
し
た
よ
う
に
、
富
士
宮
市
に
は
国
や
市
の
気
象
観
測

所
が
あ
り
、
そ
の
観
測
デ
ー
タ
も
利
用
す
る
。
な
お
、
本
章
で
は
、
富
士
宮
市

と
比
較
す
る
た
め
、
静
岡
県
で
一
番
詳
細
な
気
象
観
測
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て

行
っ
て
い
る
静
岡
地
方
気
象
台
の
あ
る
静
岡
市
の
観
測
値
を
用
い
た
。
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第
二
節
　
富
士
宮
市
の
気
候

気
温

　
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
の
年
平
均
気
温
は
一
五・
四
℃
で
、
月
平
均
気
温
が
一
番

高
い
の
は
八
月
の
二
六・二
℃
、次
い
で
高
い
の
は
七
月
の
二
四・八
℃
で
あ
る
。

逆
に
、
一
番
低
い
の
は
一
月
の
五・
二
℃
、
次
い
で
二
月
の
五・
六
℃
で
あ
る
。

そ
し
て
、
一
番
高
い
八
月
と
一
番
低
い
一
月
の
差
は
二
一・
〇
℃
で
あ
る
（
図

２−

３
）。

　
静
岡
市
の
年
平
均
気
温
は
一
六・九
℃
で
あ
る
の
で
、
静
岡
市
よ
り
一・五
℃

低
い
こ
と
に
な
る
。
月
別
に
比
較
す
る
と
、
ど
の
月
も
静
岡
市
よ
り
も
低
く
、

そ
の
差
が
一
番
大
き
い
の
は
二
月
の
二・
一
℃
で
、
総
じ
て
冬
季
間
に
差
が
大

き
い
。
一
方
、
差
が
一
番
小
さ
い
の
は
五
～
六
月
、
八
～
九
月
の
一・
二
℃
で

あ
る
。
静
岡
市
で
月
平
均
気
温
が
一
番
高
い
八
月
と
一
番
低
い
一
月
の
差
は

二
〇・
五
℃
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
は
、
静
岡
市

に
比
べ
て
夏
と
冬
の
気
温
差
が
大
き
く
、
内
陸
的
で
高
原
的
な
色
彩
が
強
い
と

い
え
る
。

　
一
方
、
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
の
日
最
高
気
温
の
年
平
均
は
二
〇・
三
℃
で
、
一

番
高
い
の
は
八
月
の
三
〇・九
℃
、
一
番
低
い
の
は
一
月
の
一
〇・五
℃
で
、
そ

の
差
は
二
〇・四
℃
で
あ
る
。
静
岡
市
の
日
最
高
気
温
の
年
平
均
が
二
一・三
℃

で
あ
る
の
で
、
静
岡
市
よ
り
一
℃
低
い
こ
と
に
な
る
。
月
別
に
比
較
す
る
と
、

ど
の
月
も
静
岡
市
よ
り
も
低
い
が
、
そ
の
差
が
一
番
大
き
い
の
は
二
月
の
一
・

七
℃
で
、総
じ
て
冬
季
間
に
差
が
大
き
い
。
差
が
一
番
小
さ
い
の
は
八
月
の
〇・

四
℃
で
あ
り
、
夏
の
最
高
気
温
は
静
岡
市
と
大
差
な
い
。

　

さ
ら
に
、
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
の
日
最
低
気
温
の
年
平
均
は
一
一・
八
℃

で
、
一
番
高
い
の
は
八
月
の
二
三・
一
℃
、
一
番
低
い
の
は
一
月
の
一・
三
℃

で
、
そ
の
差
は
二
一・
八
℃
で
あ
る
。
八
月
と
一
月
の
気
温
差
は
、
日
最
高
気

温
よ
り
日
最
低
気
温
の
方
が
大
き
い
。
静
岡
市
の
日
最
低
気
温
の
年
平
均
は

一
二・
九
℃
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
、
一・一
℃
低
い
。
月
別
に
比
較
す
る
と
、
ど
の

月
も
静
岡
市
よ
り
も
低
い
値
で
あ
る
が
、
そ
の
差
が
一
番
大
き
い
の
は
五
月
の

一・四
℃
で
、
総
じ
て
春
期
間
に
差
が
大
き
い
。
差
が
一
番
小
さ
い
の
は
二
月
の

〇・五
℃
で
あ
る
。

　
富
士
宮
市
域
の
気
温
は
、
高

低
差
に
よ
る
影
響
を
大
き
く
受

け
て
い
る
。
富
士
宮
市
に
お
い

て
、
気
温
の
長
期
観
測
を
実

施
し
て
い
る
御お

中ち
ゅ
う

道ど
う

（
標
高

二
三
五
〇
ｍ
）、
朝
霧
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
（
八
六
〇
ｍ
）、

大
沢
川
橋
（
五
〇
〇
ｍ
）、
消

防
本
部
（
一
二
二
ｍ
）
の
四
地

点
に
つ
い
て
、
平
成
一
五
年
～

平
成
三
〇
年
（
二
〇
〇
三
～

二
〇
一
八
）
の
一
六
年
間
（
欠

測
期
間
が
あ
る
の
で
観
測
地
点

ご
と
に
統
計
期
間
が
異
な
る
）

で
も
、
こ
の
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。

　
最
高
気
温
の
年
平
均
は
、
御

中
道
七・
三
℃
（
一
一
年
間
の

平
均
）、
朝
霧
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
一
三・
八
℃
（
一
四

年
間
の
平
均
）、
大
沢
川
橋

図２−３　富士宮メッシュの日最高気温、平均気温、日最低気温の月別平年値

日最高気温：（年平均 20.3℃） 平均気温：（年平均 15.4℃） 日最低気温：（年平均 11.8℃）
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一
七・九
℃（
一
五
年
間
の
平
均
）、消
防
本
部
二
〇・四
℃（
一
六
年
間
の
平
均
）

で
あ
る
。

　
欠
測
期
間
が
あ
る
の
で
、
お
お
よ
そ
の
目
安
で
あ
る
が
、
御
中
道
と
消
防
本

部
間
で
の
気
温
減
率
を
計
算
す
る
と
、
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
〇・五
九
℃
で
あ
る
。

ま
た
、
御
中
道
と
大
沢
川
橋
で
計
算
す
る
と
、
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
〇・
五
七
℃

と
な
っ
て
お
り
、
対
流
圏
下
部
の
平
均
的
な
気
温
減
率
で
あ
る
一
〇
〇
ｍ
に
つ

き
〇・
六
℃
に
近
い
値
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

と
消
防
本
部
間
で
計
算
し
た
気
温
減
率
は
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
〇・
八
九
℃
と
大

き
く
、
標
高
の
高
い
観
測
地
点
ほ
ど
太
陽
の
日
射
に
よ
り
気
温
が
上
が
り
に
く

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
最
低
気
温
の
年
平
均
は
、
御
中
道
〇・六
℃
（
一
一
年
間
の
平
均
）、
朝
霧
野

外
活
動
セ
ン
タ
ー
五・二
℃
（
一
四
年
間
の
平
均
）、大
沢
川
橋
八・八
℃
（
一
五

年
間
の
平
均
）、
消
防
本
部
一
一・八
℃
（
一
六
年
間
の
平
均
）
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
、
御
中
道
と
消
防
本
部
間
で
の
気
温
減
率
を
計
算
す
る
と
、
一
〇
〇
ｍ

に
つ
き
〇・
五
℃
で
あ
る
。
ま
た
、
御
中
道
と
大
沢
川
橋
間
で
計
算
す
る
と
、

一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
〇・
四
五
℃
と
な
り
、
最
高
気
温
で
計
算
し
た
気
温
減
率
よ

り
小
さ
く
な
っ
て
お
り
、
標
高
の
低
い
観
測
地
点
ほ
ど
最
低
気
温
が
相
対
的
に

大
き
く
下
降
す
る
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。し
か
し
、朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

と
消
防
本
部
間
で
の
気
温
減
率
は
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
〇・
八
九
℃
で
、
最
高
気

温
で
計
算
し
た
場
合
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
消
防
本
部
付
近
で
は
、
特
に

最
低
気
温
が
下
が
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
（
図
２−

４
）。

  

な
お
、
参
考
の
た
め
、
図
２−

４
で
は
、
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
〇・五
℃
の
気
温

減
率
と
〇・
六
℃
の
気
温
減
率
の
二
つ
の
斜
線
も
記
し
、
最
高
気
温
と
最
低
気

温
の
平
均
を
平
均
気
温
と
仮
定
し
て
記
入
し
た
。

　
年
平
均
気
温
は
、
御
中
道
三・
九
℃
、
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
九・
五
℃
、

大
沢
川
橋
一
三・四
℃
、
消
防
本
部
一
六・一
℃
な
の
で
、
御
中
道
と
消
防
本
部

で
計
算
す
る
と
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
〇・
五
四
℃
、
御
中
道
と
大
沢
川
橋
で
計
算

す
る
と
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
〇・
四
九
℃
と
な
り
、
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
と

消
防
本
部
間
で
の
気
温
減
率
は
一
〇
〇
ｍ
に
つ
き
〇・八
九
℃
で
あ
る
。

　
御
中
道
の
年
平
均
最
高
気
温
と
最
低
気
温
の
差
は
六・
七
℃
で
あ
り
、
朝
霧

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
八・六
℃
、大
沢
川
橋
九・一
℃
、消
防
本
部
の
八・六
℃

と
比
べ
る
と
小
さ
な
値
で
あ
る
。
静
岡
市
の
年
平
均
最
高
気
温
と
最
低
気
温
の

差
は
八・
四
℃
で
あ
り
、
御
中
道
の
値
が
特
に
小
さ
い
の
は
高
原
的
な
色
彩
が

強
い
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
、
大
沢
川
橋
、
消
防
本
部
の
値
が
静
岡
市
よ
り
若
干
大
き
い
の
は
、
内
陸

的
な
色
彩
が
で
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

図２−４　富士宮市の標高による気温の違い
（○は最低気温、●は平均気温、□は最高気温）
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地
球
温
暖
化

　
人
間
活
動
に
伴
う
近
年
の
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
濃

度
の
増
加
が
、
地
球
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
の
不
均
衡
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結
果

と
し
て
、
地
球
が
温
暖
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
世
界
の
年
平
均
気

温
で
は
、
一
〇
〇
年
で
〇・
七
二
℃
上
昇
し
て
い
る
。
日
本
付
近
で
は
、
世
界

の
年
平
均
よ
り
気
温
の
上
昇
量
が
大
き
く
、
一
〇
〇
年
で
一・
二
八
℃
上
昇
し

て
お
り
、
特
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
高
温
と
な
る
年
が
頻
出
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
球
温
暖
化
で
は
、
気
温
が
上
昇
す
る
だ
け
で
な
く
、
極
端
な
高
温

や
低
温
、
強
い
雨
な
ど
特
定
の
指
標
を
超
え
る
現
象
（
極
端
現
象
）
が
増
え
る

と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
人
為
的
な
影
響
が
な
く
て
も
起
き
る
地
球
の
気
候
が

持
つ
自
然
変
動
の
影
響
を
除
か
な
い
と
地
球
温
暖
化
の
影
響
は
よ
く
わ
か
ら
な

い
。
こ
の
た
め
、
地
球
温
暖
化
の
進
行
を
的
確
に
検
出
す
る
た
め
に
は
、
大
気

だ
け
で
な
く
海
洋
を
含
め
た
気
候
シ
ス
テ
ム
全
体
を
対
象
と
し
て
捉
え
た
上

で
、
長
期
的
な
観
点
で
変
化
傾
向
を
監
視
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
気
象
庁
に
よ
る
と
、
静
岡
県
内
の
気
温
は
、
数
年
～
数
十
年
の
さ
ま
ざ
ま
な

周
期
の
変
動
を
繰
り
返
し
な
が
ら
長
期
的
に
上
昇
し
て
い
る
。
静
岡
県
内
に
あ

る
（
あ
っ
た
）
気
象
官
署
の
長
年
の
観
測
値
を
用
い
た
分
析
で
は
、
静
岡
市
で

は
、昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
以
降
一
〇
〇
年
あ
た
り
で
、平
均
気
温
は
二・

二
℃
上
昇
、三
島
で
は
、昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
以
降
一
〇
〇
年
あ
た
り
で
、

平
均
気
温
は
二・
四
℃
上
昇
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
地
点
で
も
日
本
の
平
均
気

温
の
上
昇
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
浜
松
市
で
は
、
明
治
一
六
年

（
一
八
八
三
）
以
降
一
〇
〇
年
あ
た
り
で
、
平
均
気
温
は
一・三
℃
上
昇
、
御
前

崎
で
は
、昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
以
降
一
〇
〇
年
あ
た
り
で
平
均
気
温
は
一・

二
℃
の
上
昇
と
、
日
本
の
平
均
気
温
の
上
昇
と
同
程
度
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
各
地
の
気
温
の
上
昇
に
は
、地
球
温
暖
化
に
よ
る
長
期
的
な
上
昇
傾
向
に
、

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
影
響
や
数
年
～
数
十
年
程
度
の
時
間
規
模
で
繰
り

返
さ
れ
る
自
然
変
動
が
重
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
静
岡
市
で
は
、
最
高
気
温
が
三
〇
℃
以
上
で
あ
る
真
夏
日
や
最
高
気

温
が
三
五
℃
以
上
で
あ
る
猛
暑
日
の
日
数
は
増
加
し
て
い
る
が
、
真
夏
日
の
増

加
率
よ
り
、
猛
暑
日
の
増
加
率
の
方
が
大
き
い
。
ま
た
、
最
低
気
温
が
二
五
℃

以
上
で
あ
る
熱
帯
夜
（
こ
こ
で
は
、
夜
間
で
あ
る
か
に
関
係
な
く
、
日
最
低
気

温
が
二
五
℃
以
上
の
日
と
す
る
）
の
日
数
は
、
一
九
四
〇
年
代
は
数
日
で
あ
っ

た
も
の
が
、
二
〇
一
〇
年
代
で
は
一
五
日
以
上
に
急
増
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

平
均
的
に
気
温
が
上
昇
す
る
以
上
に
、極
端
に
暑
い
日
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、

最
低
気
温
が
〇
℃
未
満
で
あ
る
冬
日
の
日
数
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
は
、
富
士
宮
市
で
も
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。

　
富
士
宮
市
で
は
、
消
防
本
部
と
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
長
期
間
の
気
温

観
測
を
行
っ
て
い
る
が
、
地
球
温
暖
化
を
論
じ
る
に
は
、
か
な
り
観
測
期
間
が

短
い
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、こ
こ
で
は
平
成
一
二
年
～
平
成
二
一
年（
二
〇
〇
〇

～
二
〇
〇
九
）
と
、
平
成
二
二
年
～
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
八
）

ま
で
の
気
温
の
要
素
の
変
化
を
、
九・五
年
間
の
変
化
と
し
て
見
て
み
る
。

　
消
防
本
部
の
平
均
気
温
は
〇・八
℃
上
昇
し
て
お
り
、
一
年
当
た
り
で
は
〇・

一
℃
の
上
昇
で
あ
る
。
ま
た
、
最
高
気
温
は
一
年
当
た
り
〇・
一
℃
上
昇
し
て

い
る
が
、
最
低
気
温
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
最
高
気
温
が

三
〇
℃
以
上
の
真
夏
日
は
増
加
し
て
い
る
が
、
最
高
気
温
が
二
五
℃
以
上
の
夏

日
は
増
加
し
て
お
ら
ず
、
最
低
気
温
が
氷
点
下
の
冬
日
も
増
加
し
て
い
な
い
。

地
球
温
暖
化
で
は
、
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
、
極
端
な
現
象
が
増
え
る
傾
向
が

あ
り
、こ
の
こ
と
の
反
映
の
可
能
性
が
あ
る
。
一
年
当
た
り
の
気
温
変
化
量
は
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
温
上
昇
値
よ
り
か
な
り
大
き
な
値
で
あ
り
、
さ
ら
な
る

観
測
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
標
高
が
高
い
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
均
気
温
、
最
高
気

温
、
最
低
気
温
と
も
に
消
防
本
部
を
上
回
る
一
年
あ
た
り
〇・
三
℃
上
昇
し
て

い
る
。
ま
た
、
冬
日
は
一
二
三・〇
日
か
ら
七
七・六
日
へ
と
三
七
％
の
減
少
で

あ
る
が
、真
冬
日
は
一
五・五
日
か
ら
八・一
日
へ
と
四
八
％
も
減
少
し
て
い
る
。
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ま
た
、
夏
日
は
約
一・
九
倍
に
増
え
て
い
る
が
、
真
夏
日
は
約
一
一
倍
に
も
急

増
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
地
球
温
暖
化
の
一
般
的
傾
向
と
似
て
い
る
。

降
水
量

　
日
本
は
世
界
的
に
み
て
も
降
水
量
の
多
い
国
で
あ
る
。
日
本
の
降
水
現
象
の

三
本
柱
を
あ
げ
る
と
、
梅
雨
期
の
雨
、
台
風
に
よ
る
雨
、
冬
の
季
節
風
に
よ
る

雪
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
影
響
が
大
き
い
地
域
で
は
年
降
水
量
が

多
く
な
る
。
ま
た
、
影
響
の
少
な
い
瀬
戸
内
海
沿
岸
、
中
部
地
方
の
内
陸
部
お

よ
び
北
海
道
で
は
、
年
降
水
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
ダ
ス
の
平
年
値

（
平
成
三
年
～
令
和
二
年
〈
一
九
九
一
～
二
〇
二
〇
〉
ま
で
の
三
〇
年
間
の
平

均
値
）
を
み
る
と
、
一
番
少
な
い
の
が
北
海
道
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
の
常と

こ

呂ろ

で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
七
〇
〇
㎜
を
超
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
番
多
い
鹿
児

島
県
の
屋
久
島
で
は
四
四
七
七・二
㎜
と
、常
呂
の
約
六・四
倍
も
降
っ
て
い
る
。

　
静
岡
県
は
、
秋
の
長
雨
と
台
風
に
よ
る
雨
に
加
え
、
梅
雨
の
降
水
量
に
よ
っ

て
、
日
本
国
内
で
は
真
ん
中
付
近
の
降
水
量
で
あ
り
、
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
も
年

間
の
降
水
量
は
二
四
二
〇・
三
㎜
と
日
本
国
内
で
は
真
ん
中
付
近
で
あ
る
。
そ

し
て
、
雨
が
一
番
多
い
月
は
九
月
の
三
三
七・
三
㎜
、
一
番
少
な
い
の
が
一
二

月
の
六
五・
四
㎜
と
、
夏
に
多
く
冬
に
少
な
い
（
夏
は
冬
の
約
五
倍
）
と
い
う

特
徴
が
あ
る
（
図
２−
５
）。

　

富
士
宮
市
の
降
水
量
を
静
岡
市
の
降
水
量
と
比
較
す
る
と
、
富
士
宮
メ
ッ

シ
ュ
は
六
月
と
八
月
に
静
岡
市
よ
り
多
く
、
こ
の
影
響
で
年
間
降
水
量
は

二
四
二
〇・三
㎜
と
、静
岡
市
の
二
三
二
七・三
㎜
よ
り
若
干
多
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
地
形
効
果
に
よ
る
夏
の
熱ね

つ

雷ら
い

が
静
岡
市
よ
り
多
い
こ
と
に
対
応
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
ア
メ
ダ
ス
の
白
糸
観
測
所
と
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
の
降
水
量
を
比
べ
る

と
、
白
糸
の
年
降
水
量
は
二
三
四
一・
六
㎜
と
、
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
よ
り
若
干

少
な
い
。

　
月
別
に
み
る
と
、
白
糸
観
測
所
の
降
水
量
は
、
八
月
に
前
後
の
月
よ
り
少
な

い
と
い
う
点
で
静
岡
市
の
降
水
量
に
似
て
い
る
。
一
方
で
、
降
水
量
が
一
番
多

い
の
が
七
月
と
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
や
静
岡
市
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同

じ
富
士
宮
市
内
で
も
、
そ
の
月
に
多
い
風
向
に
よ
っ
て
雨
が
多
い
場
所
が
複
雑

に
変
わ
っ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

富
士
宮
市
域
で
降
水
量
の
長
期
観
測
を
行
っ
て
い
る
御
中
道
・
大
沢
川

橋
・
消
防
本
部
・
芝
川
分
署
（
標
高
一
二
〇
ｍ
）
の
四
地
点
に
つ
い
て
、
平

成
二
四
年
～
平
成
三
〇
年

（
二
〇
一
二
～
二
〇
一
八
）

の
七
年
間
（
芝
川
分
署
は

平
成
二
五
年
〈
二
〇
一
三
〉

か
ら
の
六
年
間
）
の
年
降

水
量
の
平
均
は
、
御
中
道

二
五
二
八
㎜
、
大
沢
川
橋

二
一
五
三
㎜
、
消
防
本
部

二
〇
三
二
㎜
、
芝
川
分
署

一
九
一
六
㎜
で
あ
る
。ま
た
、

ア
メ
ダ
ス
の
白
糸
観
測
所

は
、
こ
の
七
年
間
の
年
平
均

降
水
量
は
二
二
八
一
㎜
と
、

御
中
道
よ
り
少
な
く
、
他
の

三
地
点
よ
り
多
い
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
富
士
宮
市
の

降
水
量
は
、
北
に
行
く
ほ
ど

南
よ
り
の
風
に
よ
る
地
形
効

果
に
よ
っ
て
降
水
量
が
多
く

図２−５　富士宮メッシュと白糸、静岡市の降水量の月別平年値

富士宮メッシュ（年降水量：2420.3mm） 白糸（年降水量：2341.6mm）
静岡市（年降水量：2327.3mm）
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な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
月
別
降
水
量
が
一
番
多
い
月
は
四
地
点
と
も
九
月
、
一

番
少
な
い
月
は
芝
川
分
暑
が
一
二
月
、
他
の
三
地
点
が
一
月
で
あ
り
、
富
士
宮

メ
ッ
シ
ュ
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　

一
二
月
～
二
月
を
冬
、
三
月
～
五
月
を
春
、
六
月
～
八
月
を
夏
、
九
月
～

一
一
月
を
秋
と
し
て
、
季
節
別
降
水
量
を
み
る
と
、
降
水
量
が
多
い
の
は
秋
、

少
な
い
の
は
冬
と
い
う
の
は
四
地
点
と
も
共
通
で
あ
る
が
、
季
節
に
よ
っ
て
地

域
差
が
あ
る
（
図
２−

６
）。
地
域
差
が
一
番
大
き
い
の
は
夏
、
次
い
で
秋
で

あ
る
。夏
の
降
水
量
は
、

標
高
が
一
番
高
い
御
中

道
で
は
八
五
八
㎜
と
、

一
番
少
な
い
芝
川
分
署

の
四
五
九
㎜
の
約
一
・

九
倍
で
あ
る
。
こ
れ
は

台
風
に
よ
る
雨
に
は
地

域
差
が
あ
る
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
一
方
、
地

域
差
が
一
番
小
さ
い
の

は
春
で
、
一
割
程
度
の

差
し
か
な
い
。
ま
た
、

降
水
量
が
一
番
多
い
地

点
は
、
夏
か
ら
秋
は
標

高
が
高
い
御
中
道
で
あ

る
が
、
春
は
標
高
に
よ

る
差
が
な
く
な
り
、
冬

は
標
高
が
低
い
消
防
本

部
が
一
番
多
く
な
っ
て

い
る
。

　
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
気
温
と
降
水
量
の
関
係
を
み
る
と
（
図
２−

３
、

図
２−

５
）、
夏
は
気
温
が
高
く
て
降
水
量
が
多
く
、
冬
は
気
温
が
低
く
て
雨

が
少
な
い
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
春
と
秋
は
、
気
温
が
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
が
、
秋
の
方
が
春
よ
り
降
水
量
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　
平
成
一
五
年
～
平
成
二
三
年（
二
〇
〇
三
～
二
〇
一
一
）の
御
中
道
、大
沢
橋
、

消
防
本
部
お
よ
び
ア
メ
ダ
ス
の
白
糸
観
測
所
の
年
降
水
量
を
み
る
と
、
一
番
多

い
年
が
御
中
道
で
は
三
八
二
四
㎜
（
平
成
二
三
年
〈
二
〇
一
一
〉）、
大
沢
橋
で

は
三
一
九
五
㎜
（
平
成
二
三
年
〈
二
〇
一
一
〉）、
消
防
本
部
で
は
二
九
〇
四

㎜
（
平
成
二
三
年
〈
二
〇
一
一
〉）、
白
糸
観
測
所
で
は
三
二
九
一・
五
㎜
（
平

成
二
三
年
〈
二
〇
一
一
〉）
で
あ
る
。
逆
に
、
一
番
少
な
い
年
は
、
御
中
道
で

は
一
五
八
九
㎜
（
平
成
一
七
年
〈
二
〇
〇
五
〉）、
大
沢
橋
で
は
一
五
三
七
㎜

（
平
成
一
七
年
〈
二
〇
〇
五
〉）、
消
防
本
部
で
は
一
四
五
一
㎜
（
平
成
一
七
年

〈
二
〇
〇
五
〉）、白
糸
観
測
所
で
は
一
六
六
六
㎜
（
平
成
一
七
年
〈
二
〇
〇
五
〉）

で
あ
る
。
御
中
道
で
は
、
年
降
水
量
が
多
か
っ
た
年
の
降
水
量
は
、
少
な
か
っ

た
年
の
降
水
量
の
二・
四
倍
も
あ
り
、
他
の
三
地
点
の
約
二
倍
よ
り
も
変
動
が

大
き
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

大
雨
に
関
す
る
情
報

　
気
象
庁
で
は
、
数
年
に
一
度
程
度
し
か
発
生
し
な
い
よ
う
な
短
時
間
の
大
雨

を
観
測
（
地
上
の
雨
量
計
に
よ
る
観
測
）
し
た
り
、
解
析
（
気
象
レ
ー
ダ
ー
と

地
上
の
雨
量
計
を
組
み
合
わ
せ
た
分
析
：
解
析
雨
量
）
し
た
り
し
た
時
に
は
、

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
雨
量
基
準
は
、
一
時
間
雨

量
歴
代
一
位
ま
た
は
二
位
の
記
録
を
参
考
に
、
お
お
む
ね
府
県
予
報
区
ご
と
に

決
め
て
お
り
、
富
士
宮
市
の
場
合
は
、
一
時
間
雨
量
一
一
〇
㎜
で
あ
る
。
白

糸
観
測
所
で
の
観
測
値
や
、
富
士
宮
市
を
覆
う
一
㎞
メ
ッ
シ
ュ
の
解
析
値
が

一
一
〇
㎜
を
超
え
た
時
に
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
が
発
表
さ
れ
、
現
在
の
降

雨
が
土
砂
災
害
や
浸
水
害
、
中
小
河
川
の
洪
水
災
害
の
発
生
に
つ
な
が
る
よ
う

図２−６　富士宮市内における降水量の季節別の地域差
（1：御中道、2：大沢川橋、3：消防本部、4：芝川分署）
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な
、
ま
れ
に
し
か
観
測
し
な
い
雨
量
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。

　
気
象
庁
で
は
、
解
析
雨
量
や
降
水
短
時
間
予
報
を
利
用
し
て
き
め
細
か
な
降

水
量
の
実
況
と
予
報
を
も
と
に
、
タ
ン
ク
モ
デ
ル
と
い
う
手
法
を
用
い
て
雨
水

の
地
下
浸
透
や
河
川
流
出
を
計
算
し
て
い
る
。
タ
ン
ク
内
の
総
貯
留
量
か
ら
土

砂
災
害
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
土
壌
雨
量
指
数
を
、
タ
ン
ク
か
ら
流
出
し
た
雨

の
量
か
ら
浸
水
害
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
表
面
雨
量
指
数
を
求
め
て
い
る
。
ま

た
、
流
水
し
た
雨
水
の
移
動
や
合
流
を
計
算
し
て
流
域
雨
量
指
数
を
求
め
て
い

る
。
そ
し
て
、
三
種
類
の
雨
量
指
数
と
災
害
の
関
係
な
ど
を
調
査
し
、
大
雨
警

報
や
洪
水
警
報
、
大
雨
注
意
報
や
洪
水
注
意
報
の
基
準
を
決
め
て
い
る
（
表

２−

１
）。

　
観
測
値
か
ら
推
計
し
た
静
岡
県
で
五
〇
年
に
一
度
観
測
さ
れ
る
四
八
時
間
降

水
量
や
三
時
間
降
水
量
は
、
富
士
宮
市
で
は
市
の
北
部
が
大
き
な
値
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
、
富
士
宮
市
の
北
部
で
は
、
多
量
の
雨
が
降
る
こ
と
に
対
応
し
て

い
る
（
図
２−

７
）。
ま
た
、
土
壌
雨
量
指
数
も
富
士
宮
市
の
北
部
で
多
く
な
っ

て
お
り
、
こ
こ
で
は
大
量
の
水
分
を
含
む
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

降
雪
と
積
雪

　
富
士
宮
市
で
の
降
雪
は
、
北
部
で
年
に
数
回
あ
る
く
ら
い
で
、
市
街
地
は
ほ

と
ん
ど
積
雪
が
な
い
。
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
と
、
月
別
の
最
深
積
雪
が
一

㎝
以
上
な
の
は
一
二
月
～
三
月
で
、
一
番
多
い
の
は
三
月
の
六
㎝
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
少
し
の
雪
で
も
大
き
な
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
大
雪
警

報
の
発
表
基
準
は
、
平
地
で
一
二
時
間
降
雪
の
深
さ
一
〇
㎝
、
山
地
で
一
二
時

間
降
雪
の
深
さ
二
〇
㎝
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
雪
注
意
報
の
発
表
基
準
は

大
雪
警
報
の
発
表
基
準
の
半
分
の
値
で
あ
る
（
表
２−

２
）。
つ
ま
り
、
富
士

宮
市
で
は
、
平
地
で
五
㎝
の
雪
が
降
れ
ば
、
交
通
障
害
な
ど
の
災
害
が
発
生
す

る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。

　
ま
た
、
積
雪
が
少
な
い
こ
と
か
ら
融
雪
注
意
報
の
発
表
基
準
は
作
ら
れ
て
お
ら

ず
、
な
だ
れ
注
意
報
の
発
表
基
準
は
、
降
雪
の
深
さ
が
三
〇
㎝
以
上
あ
っ
た
場

合
か
、積
雪
が
四
〇
㎝
以
上
あ
っ
て
最
高
気
温
が
一
五
℃
以
上
の
場
合
で
あ
る
。

表２−１　富士宮市の大雨・洪水警報、大雨・洪水注意報の発表基準 （令和４年〈2022〉4 月現在）

大雨警報

洪水警報

大雨注意報

洪水注意報

浸 水 害

土砂災害

浸 水 害

土砂災害

表面雨量指数基準：20

土壌雨量指数基準：171

流域雨量指数基準：
　　潤井川流域 27.9、芝川流域 36.4、引沢川流域 18.9

表面雨量指数基準：12

土壌雨量指数基準：87

流域雨量指数基準：
　　潤井川流域 22.3、芝川流域 29.1、引沢川流域 15.1
複合基準（表面雨量指数基準、流域雨量指数基準）：
　　潤井川流域（6、22.3）、富士川（10、74.6）
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図２−７　静岡県の 50 年に一度の 48 時間降水量、3 時間降水量、土壌雨指数

表２−２　富士宮市の表２−１以外の警報・注意報の発表基準（令和４年〈2022〉4 月現在）

暴風警報

暴風雪警報

大雪警報

強風注意報

風雪注意報

大雪注意報

雷注意報

融雪注意報

濃霧注意報

乾燥注意報

なだれ注意報

低温注意報

霜注意報

着氷（雪）注意報

平均風速 20m/s

平均風速 20m/s　雪を伴う

平地：12時間降雪の深さ 10cm　　山地：12時間降雪の深さ 20cm

平均風速 12m/s

平均風速 12m/s　雪を伴う

平地：12時間降雪の深さ５cm　　山地：12時間降雪の深さ 10cm

落雷等により被害が予想される場合

基準なし

視程 100m

最小湿度 30％で、実効湿度 50%

１.  降雪の深さが 30cm以上あった場合
２.  積雪が 40cm以上あって最高気温が 15℃以上の場合

冬期：最低気温 -４℃以下

早霜・晩霜期に最低気温４℃以下

著しい着氷（雪）が予想される場合



87

風
　
静
岡
県
の
風
向
は
、
一
口
で
言
う
と
、
冬
は
北
西
季
節
風
が
多
く
、
北
部
山

地
を
乗
り
越
え
て
く
る
の
で
、
乾
燥
寒
冷
の
「
か
ら
っ
風
」
と
な
る
。
ま
た
、

夏
は
南
東
の
季
節
風
が
卓
越
し
、
太
平
洋
の
湿
潤
な
空
気
が
流
入
し
て
北
の
山

地
で
上
昇
し
、
多
雨
地
帯
を
作
っ
て
い
る
。

　
富
士
宮
市
は
、
年
間
を
通
じ
て
見
る
と
南
寄
り
の
風
が
卓
越
し
て
い
る
。
こ

れ
は
主
と
し
て
地
形
的
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
地
形
的
に
は

富
士
山
が
北
北
東
に
あ
り
、
西
側
に
は
北
か
ら
毛け

無な
し

・
天
子
山
地
が
北
か
ら
の

風
を
さ
え
ぎ
り
、
南
東
方
面
に
だ
け
開
け
て
い
る
の
で
駿
河
湾
方
面
か
ら
の
風

だ
け
が
障
害
な
く
卓
越
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
三
月
に
な
る
と
、
大
陸
の
高
気
圧
も
衰
え
は
じ
め
、
移
動
性
高
気
圧
や
低
気

圧
が
次
々
と
通
過
し
天
候
も
定
ま
ら
な
い
時
期
と
な
る
。
春
の
風
は
、
一
般
に

は
冬
よ
り
弱
い
や
わ
ら
い
だ
風
が
多
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
こ
の
地
方

で
は
冬
よ
り
強
い
場
合
が
多
く
、
時
に
田
畑
の
土
砂
を
舞
い
あ
げ
る
ほ
ど
の
突

風
も
や
っ
て
く
る
。

　
梅
雨
期
は
、
梅
雨
現
象
の
特
性
で
あ
る
北
東
気
流
と
南
東
季
節
風
が
現
わ
れ

る
。
ま
た
局
地
的
な
特
性
の
強
い
海
陸
風
が
一
番
発
達
し
や
す
く
な
る
。
台
風

の
接
近
や
雷
雨
の
発
生
に
よ
り
一
時
的
風
向
の
変
動
も
現
わ
れ
る
傾
向
が
あ

る
。
盛
夏
は
小
笠
原
気
団
か
ら
高
温
多
湿
な
風
が
吹
き
、
県
下
で
は
南
か
ら
西

の
風
が
吹
き
わ
た
る
。

　
九
月
の
は
じ
め
頃
は
ま
だ
太
平
洋
の
高
気
圧
の
影
響
を
受
け
る
が
、
秋
雨
前

線
も
現
わ
れ
や
す
く
、
ま
た
台
風
の
接
近
す
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
一
〇

月
か
ら
大
陸
高
気
圧
が
し
だ
い
に
強
ま
り
、
一
一
月
に
な
る
と
移
動
性
高
気
圧

が
し
ば
し
ば
通
過
す
る
時
期
と
な
り
、秋
の
安
定
し
た
気
象
現
象
が
現
わ
れ
る
。

し
か
し
一
一
月
後
半
よ
り
西
高
東
低
の
冬
型
の
気
圧
配
置
に
な
る
。
こ
の
時
期

の
こ
の
地
方
は
南
東・南
南
東
の
風
が
卓
越
し
一
般
に
は
風
力
は
お
だ
や
か
で
、

一
一
月
に
な
る
と
北
西
方
向
の
風
が
吹
き
は
じ
め
最
多
風
向
の
南
東
風
も
減
少

し
冬
へ
と
移
行
す
る
。

　
冬
は
、
大
陸
高
気
圧
が
発
達
し
て
西
高
東
低
の
気
圧
配
置
と
な
り
、
静
岡
県

は
全
般
に
北
西
季
節
風
に
よ
り
西
寄
り
の
風
が
吹
く
よ
う
に
な
る
。
こ
の
地
方

で
は
、
西
寄
り
の
風
は
他
の
季
節
よ
り
や
や
多
い
程
度
で
風
速
は
小
さ
い
。図２−８　富士宮市域の観測地点別風配図

同心円の数値は年平均の風向回数。

大沢川橋

消防芝川分署

山宮小学校

楠金公民館

富士根南小学校

消防本部
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こ
こ
ま
で
は
静
岡
県
全
体
の
一
般
的
な
話
で
、
富
士
宮
市
域
の
風
を
細
か
く

見
る
と
、
地
形
の
影
響
を
受
け
て
複
雑
で
、
同
じ
富
士
宮
市
域
と
い
っ
て
も
地

域
に
よ
り
吹
き
や
す
い
風
向
が
違
う
だ
け
で
な
く
、
風
の
強
さ
や
風
が
強
い
季

節
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
富
士
宮
市
で
風
の
長
期
観
測
を
し
て
い
る
六
地

点
、北
か
ら
大
沢
川
橋
、山
宮
小
学
校（
三
一
八
ｍ
）、富
士
根
南
小
学
校（
一
六
〇

ｍ
）
の
三
地
点
と
、
富
士
根
南
小
学
校
か
ら
西
へ
、
消
防
本
部
、
楠く

す

金が
ね

公
民
館

（
二
一
六
ｍ
）、
芝
川
分
署
の
三
地
点
の
計
六
地
点
に
つ
い
て
、
平
成
二
四
年
～

平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
二
～
二
〇
一
八
）
の
七
年
間
（
楠
金
公
民
館
と
芝
川
分

署
は
平
成
二
五
年
〈
二
〇
一
三
〉
か
ら
の
六
年
間
）
を
見
て
も
、
地
域
に
よ
る

差
は
非
常
に
大
き
い
（
図
２−

８
）。

　
大
沢
川
橋
で
は
、
北
北
西
か
ら
北
北
東
の
風
と
、
南
西
か
ら
南
東
の
風
に
二
分

さ
れ
、
東
西
方
向
の
風
は
あ
ま
り
吹
か
な
い
。
風
速
は
、
一
年
を
通
し
て
月
平
均

で
一
ｍ
／
ｓ
前
後
か
ら
一・五
ｍ
／
ｓ
で
、
夏
に
風
が
弱
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
山
宮
小
学
校
で
は
、
南
寄
り
の
風
が
多
く
、
南
南
東
か
ら
南

西
に
集
中
し
て
お
り
、
北
寄
り
の
風
が
か
な
り
少
な
い
。
風
速
は
三
月
～
五
月

の
春
が
や
や
強
く
、
月
平
均
で
二
ｍ
／
ｓ
前
後
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
富
士
根
南
小
学
校
で
は
、
南
南
東
を
中
心
に
、
南
東
か
ら
南
の
風
が

多
く
、
風
速
は
一・
四
ｍ
／
ｓ
前
後
で
一
一
月
～
一
二
月
に
弱
ま
る
。
消
防
本

部
で
は
、
南
南
東
を
中
心
に
南
東
か
ら
南
の
風
が
多
く
、
次
い
で
南
西
の
風
が

多
い
。
風
速
は
一
月
～
一
〇
月
は
月
平
均
で
一・
五
ｍ
／
ｓ
前
後
で
あ
る
が
、

一
一
月
～
一
二
月
は
月
平
均
で
一
ｍ
／
ｓ
前
後
と
や
や
弱
く
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
楠
金
公
民
館
で
は
、
西
北
西
の
風
を
中
心
に
北
北
西
か
ら
西
の

風
が
強
く
、
次
い
で
南
東
の
風
が
多
い
。
ま
た
、
年
平
均
の
平
均
風
速
は
〇
・

七
三
ｍ
／
ｓ
と
六
地
点
の
う
ち
一
番
弱
い
。
こ
れ
に
対
し
、
芝
川
分
署
で
は
他
の

地
点
と
大
き
く
異
な
り
、北
東
の
風
が
突
出
し
て
い
る
。
風
速
は
年
平
均
で
二・

三
四
ｍ
／
ｓ
と
六
地
点
の
う
ち
で
一
番
強
く
、
特
に
冬
は
月
平
均
で
二
ｍ
／
ｓ

を
上
回
り
、
夏
の
二
倍
の
風
が
吹
い
て
い
る
。

相
対
湿
度
と
霧

　
湿
度
の
変
化
は
、
シ
ベ
リ
ア
大
陸
か
ら
寒
冷
で
乾
燥
し
た
風
が
吹
い
て
く
る

二
月
が
最
も
少
な
い
。
そ
の
後
だ
ん
だ
ん
増
加
し
、
小
笠
原
気
団
か
ら
高
温
多

湿
な
南
東
風
の
吹
い
て
く
る
六
月
中
旬
頃
か
ら
湿
度
が
高
く
な
り
、
七
月
が
最

も
高
い
。
湿
度
の
高
い
状
態
は
九
月
下
旬
頃
ま
で
続
き
、
こ
の
間
、
四
日
に
一

日
は
蒸
し
暑
く
な
る
。
一
〇
月
以
降
は
、
シ
ベ
リ
ア
大
陸
か
ら
の
寒
冷
で
乾
燥

し
た
風
が
吹
い
て
く
る
た
め
湿
度
は
低
く
な
る
。
こ
の
た
め
、
火
災
は
湿
度
の

低
い
冬
に
多
く
、
無
雨
日
数
の
継
続
は
大
火
の
原
因
に
な
る
場
合
が
多
い
。

　
ち
な
み
に
、
詳
し
い
観
測
値
の
あ
る
静
岡
市
の
相
対
湿
度
の
月
平
均
は
、
七

月
が
一
番
大
き
く
七
九
％
、
一
月
と
二
月
が
一
番
少
な
く
五
七
％
で
あ
る
。

ま
た
、
各
月
別
の
降
水
日
数
（
〇・
〇
㎜
以
上
）
の
少
な
い
の
は
一
二
月
の

一
一・
〇
日
、
多
い
の
は
七
月
の
二
〇・
五
日
で
あ
る
。
降
水
日
数
（
〇・
五
㎜

以
上
）
も
似
た
傾
向
が
あ
り
、
降
水
は
夏
に
多
く
、
冬
に
少
な
い
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
が
湿
度
の
季
節
変
化
に
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
富
士
宮
市
の
霧
の
発
生
は
、
風
が
強
く
気
温
の
低
い
冬
に
は
少
な
い
が
、
夏

を
中
心
に
し
て
そ
の
前
後
に
多
い
と
い
え
る
。
特
に
、六
～
七
月
は
、富
士
山・

御み

坂さ
か

山
地・天
子
山
地
に
取
り
囲
ま
れ
た
富
士
宮
市
北
部
は
、梅
雨
前
線
に
伴
っ

て
発
生
す
る
移
流
霧
や
、
四
周
の
山
に
冷
却
さ
れ
流
れ
こ
み
平
地
の
暖
気
と
混

合
し
て
で
き
る
混
合
霧
、
四
周
の
山
の
斜
面
を
は
い
上
る
滑か

っ

昇し
ょ
う

霧ぎ
り

（
山
霧
）
な

ど
の
発
生
が
多
く
、
南
部
の
市
街
は
晴
れ
て
い
る
の
に
、
猪い

之の

頭か
し
ら

よ
り
北
部
は

霧
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
発
生
す
る
。

　
過
去
の
富
士
山
頂
透
明
度
と
気
象
要
素
の
関
係
の
調
査
、
富
士
宮
市
か
ら
富

士
山
の
透
明
度
を
六
階
級
（
〇
：
見
え
な
い
、
一
：
か
す
ん
で
見
え
な
い
、
二
：

か
す
ん
で
か
す
か
に
見
え
る
、三：か
す
ん
で
見
え
る
、四：普
通
に
見
え
る
、五：

は
っ
き
り
見
え
る
）
に
分
け
て
の
調
査
で
は
、
南
寄
り
の
風
が
吹
く
と
富
士
山

が
見
え
な
く
な
り
、
ま
た
、
湿
度
が
増
え
る
と
見
え
な
く
な
る
と
い
う
、
と
も

に
負
の
相
関
が
あ
る
。
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日
照
時
間
と
日
射
量

　
富
士
宮
市
は
一
年
を
通
し
て
雲
量
の
変
化
が
大
き
く
、
晴
れ
の
日
が
五
〇
％

を
超
え
る
月
は
一
〇
月
～
三
月
ま
で
の
冬
期
間
で
あ
り
、
一
二
月
に
は
約

八
〇
％
が
晴
れ
て
い
る
。
一
方
、四
月
～
九
月
ま
で
の
夏
期
間
は
雲
量
が
多
く
、

六
月
に
は
晴
れ
る
日
が
四
日
に
一
日
く
ら
い
し
か
な
い
。

　
富
士
宮
市
に
お
け
る
一
日
の
長
さ
は
、
冬
至
の
頃
が
一
番
短
く
九
時
間
四
七

分
、
夏
至
の
頃
が
一
番
長
く
一
四
時
間
三
二
分
で
あ
る
の
で
、
雲
が
な
け
れ
ば

夏
ほ
ど
日
照
時
間
（
日
照
計
で
測
定
さ
れ
る
直
達
日
射
量
が
一
二
〇
ｗワ

ッ
ト

／
㎡
以

上
あ
る
時
間
の
こ
と
で
、
直
射
光
で
物
体
の
影
が
認
め
ら
れ
る
時
間
）
が
長
く

な
る
。

　

し
か
し
、
雲
量
と
日
照
時
間
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
一
日
の
長
さ
の

違
い
よ
り
、
雲
量
の
違
い
の
方
が
大
き
く
影
響
す
る
の
で
、
富
士
宮
市
で
日

照
時
間
が
長
い
の
は
冬
期
間
で
あ
る
。
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
の
日
照
時
間
は
一

月
が
一
番
多
く
て
一
七
九・
九
時
間
で
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
一
番
多
い
と
い

う
特
徴
が
あ
る
。
一
番
少
な
い
の
は
梅
雨
期
の
六
月
の
一
一
九・
三
時
間
で
一

月
の
約
六
六
％
し
か
な
い
。
ま
た
、
年
間
の
日
照
時
間
は
一
八
八
二・
三
時
間

で
、
一
日
平
均
五
時
間
九
分
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
静
岡
市
の
日
照
時
間
と
比

べ
る
と
、
ど
の
月
も
静
岡
市
の
方
が
長
く
、
八
月
に
は
三
七・
〇
時
間
（
日
平

均
で
一
時
間
一
二
分
）
も
長
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
一
〇
月
の
差
は
三・
六

時
間
（
日
平
均
で
七
分
）
し
か
な
く
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
考
え
ら
れ
、
年
間
で

は
二
六
九・二
時
間
（
一
日
平
均
四
四
分
）
静
岡
市
の
方
が
長
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ
の
方
が
夏
季
を
中
心
と
し
て
静
岡
市
よ
り
雲
量
が

多
い
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。

　
全
天
日
射
量
（
天
空
の
全
方
向
か
ら
の
太
陽
日
射
量
）
は
、雲
が
な
け
れ
ば
、

太
陽
高
度
が
一
番
高
く
な
る
夏
至
の
頃
が
一
番
高
く
な
る
。
富
士
宮
市
の
全
天

日
射
量
は
、
六
月
が
梅
雨
期
に
よ
っ
て
雲
が
多
く
な
る
の
で
、
一
番
多
い
の
は

五
月
の
月
平
均
一
七・〇
MJ

メ
ガ
ジ
ュ
ー
ル

／
㎡
で
あ
る
。
ま
た
、
一
番
少
な
い
の
は
、
太
陽

高
度
が
一
番
低
く
な
る
冬
至
の
頃
で
あ
る
、一
二
月
の
八・六 

MJ
／
㎡
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
静
岡
市
の
日
射
量
と
比
べ
る
と
、
ど
の
月
も
静
岡
市
よ
り
少
な
く
、

特
に
七
～
八
月
に
差
が
大
き
い
の
は
、
こ
の
季
節
を
中
心
に
富
士
宮
メ
ッ
シ
ュ

の
方
が
静
岡
市
よ
り
雲
量
が
多
い
影
響
と
考
え
ら
れ
る
（
図
２−

９
）。　
　

富士宮メッシュ　日照時間（年合計：1882.3 時間）
富士宮メッシュ　全天日射量（年平均：12.9MJ/㎡）

図２−９　富士宮メッシュの月合計日照時間と月平均全天日射量
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第
三
節
　
富
士
山
頂

気
圧
（
現
地
気
圧
）

　
富
士
山
の
気
象
は
、
低
気
圧
と
寒
さ
と
強
風
と
い
う
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

富
士
山
頂
の
現
地
気
圧
（
海
面
更
正
を
行
っ
て
い
な
い
気
圧
）
は
、
年
平
均
で

六
三
八・
二
hPa
と
、
平
地
の
約
六
割
で
あ
り
、
高
山
病
に
か
か
っ
た
り
、
身
体

を
動
か
す
と
息
苦
し
か
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、
水
の
沸
騰
点
は
平
地
で
は
約

一
〇
〇
℃
で
あ
る
が
、
富
士
山
頂
で
は
八
七
～
八
八
℃
と
低
く
な
る
。

　

月
別
で
は
、
八
月
が
一
番
高
く
六
四
八・
七
hPa
、
一
月
が
一
番
低
い

ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル

六
二
六・
七
hPa
で
、
差
は
二
二

hPa
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
気
温

が
低
い
冬
は
、
大
気
下
層
の

空
気
の
密
度
が
大
き
く
な
る

こ
と
を
反
映
し
て
い
る
（
図

２

−

10
）。
ち
な
み
に
、
静
岡

市
で
現
地
気
圧
が
一
番
高
い

の
は
一
一
月
の
一
〇
一
五・
七

hPa
、
一
番
低
い
の
は
六
月
と

七
月
の
一
〇
〇
七・
〇
hPa
で
、

そ
の
差
は
八・
七
hPa
で
富
士

山
頂
よ
り
小
さ
い
（
海
面
気

圧
で
は
一
番
高
い
一
一
月
の

一
〇
一
七・
六
hPa
と
一
番
低
い

七
月
の
一
〇
〇
八・
八
hPa
で
差

は
八・
八
hPa
）。
静
岡
の
よ
う

に
、
平
地
で
気
圧
が
高
く
な
る

季
節
は
富
士
山
頂
と
違
っ
て

冬
で
あ
る
。

　
富
士
山
頂
の
現
地
気
圧
の
最
も
低
い
記
録
は
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
一

月
二
二
日
に
観
測
し
た
五
九
七・
七
hPa
で
あ
る
。
こ
の
日
は
、
日
本
の
東
海
上

で
低
気
圧
が
発
達
し
、
西
高
東
低
の
気
圧
配
置
と
な
っ
て
強
い
寒
気
が
南
下

し
、
日
最
高
気
温

−

マ
イ
ナ
ス

二
一・
四
℃
、
日
最
低
気
温

−

マ
イ
ナ
ス

三
七・
九
℃
、
最
大
風
速

三
八・
二
ｍ
／
ｓ
（
北
北
西
の
風
）、
最
大
瞬
間
風
速
五
三・
四
ｍ
／
ｓ
（
北
北

西
の
風
）
を
観
測
し
た
。

気
温

　
富
士
山
頂
で
は
、
年
間
の

平
均
気
温
は

−

マ
イ
ナ
ス

五・
九
℃
で

あ
り
、
月
平
均
気
温
が
氷

点
下
で
な
い
の
は
、
六
～

九
月
の
四
カ
月
間
だ
け
で

あ
る
（
図
２

−

11
）。
最
も

気
温
が
高
い
八
月
の
平
均

気
温
が
六・
四
℃
、
最
も
低

い
一
月
の
平
均
気
温
は

−

マ
イ
ナ
ス

一
八・
二
℃
と
そ
の
差
は

二
四・
六
℃
で
あ
る
。
富
士

山
頂
の
冬
一
月
の
平
均
気
温

は
、
南
極
昭
和
基
地
の
冬
八

月
の
平
均
気
温
と
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
が
、
風
が
昭
和
基
地

図 2-10　富士山頂の気圧（現地気圧）の平年値

図２−11　富士山頂の月ごとの平均気温、最高気温、最低気温
　　　　  （平成３年〜令和２年〈1991〜2020〉）

最高気温（年平均−3.0℃） 平均気温　−5.9℃
最低気温（年平均−9.0℃）

ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル

ル
ビ　
別
枠　
注
意
！
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よ
り
強
い
た
め
、
体
感
温
度
は
富
士
山
頂
の
方
が
低
い
こ
と
に
な
る
。

　
ち
な
み
に
、
最
高
気
温
の
年
平
均
は

−

マ
イ
ナ
ス

三・〇
℃
、
最
低
気
温
の
年
平
均
は

−マイナス
九・
〇
℃
と
、
そ
の
差
は
六・
〇
℃
で
あ
る
。
季
節
別
に
は
、
夏
季
（
四
月

～
九
月
）
が
五・七
℃
、冬
季
（
一
月
～
三
月
、一
〇
月
～
一
二
月
）
が
六・三
℃

と
、
夏
季
の
方
が
差
は
小
さ
い
。

　

最
高
気
温
の
記
録
は
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
八
月
一
三
日
の

一
七・
八
℃
、
最
低
気
温
の
記
録
は
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
二
月
二
七
日

の

−

マ
イ
ナ
ス

三
八・〇
℃
で
あ
り
、
そ
の
差
は
五
五・八
℃
も
あ
る
。

　
北
海
道
の
旭
川
で

−

マ
イ
ナ
ス

四
一・〇
℃
（
明
治
三
五
年
〈
一
九
〇
二
〉
一
月
二
五

日
）
を
観
測
す
る
な
ど
、富
士
山
頂
の
記
録
よ
り
低
い
気
温
の
観
測
が
あ
る
が
、

風
が
弱
い
夜
明
け
前
に
放
射
冷
却
に
よ
っ
て
地
表
面
付
近
が
極
端
に
冷
え
た
時

の
記
録
で
あ
る
。
富
士
山
頂
の
最
低
気
温
の
記
録
は
、
強
い
風
が
吹
い
て
い
る

時
の
記
録
で
あ
り
、
体
感
温
度
は
富
士
山
頂
の
方
が
か
な
り
低
い
。

　
富
士
山
頂
の
平
年
の
真

冬
日
（
最
高
気
温
が
〇
℃

未
満
）
は
二
〇
九・
一
日

あ
り
、
一
一
月
～
四
月
は

す
べ
て
の
日
で
真
冬
日

で
あ
る
。
ま
た
、
冬
日

（
最
低
気
温
が
〇
℃
未
満
）

は
二
三
八・
三
日
あ
り
、

一
二
月
～
三
月
は
す
べ
て

の
日
で
冬
日
で
あ
る
。
そ

し
て
、
七
月
と
八
月
は
真

冬
日
も
冬
日
も
な
い
。

　
夏
の
晴
れ
た
日
は
、
平

地
で
の
多
く
の
日
と
同
じ

く
、
昼
過
ぎ
に
一
番
高
く
、
夜
明
け
前
に
一
番
低
く
な
る
と
い
う
日
変
化
を
す

る
が
、
冬
に
な
る
と
日
中
で
も

−

マ
イ
ナ
ス

二
〇
℃
以
下
の
状
態
が
数
日
続
く
こ
と
も
多

く
な
る
。
こ
の
た
め
、
平
均
を
と
る
と
、
平
地
に
比
べ
て
一
日
の
気
温
変
化
が

小
さ
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
特
に
冬
で
は
、
一
日
の
気
温
変
化
が
小
さ
い
。

こ
れ
に
対
し
、
静
岡
市
な
ど
平
地
で
は
、
逆
に
冬
の
方
が
一
日
の
気
温
変
化
が

大
き
い
。

　
人
間
活
動
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
の
増
加
に
よ
っ
て
地
球
が
温
暖
化
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
富
士
山
頂
も
、
一
九
三
三
年
以
降
、
一
〇
〇

年
あ
た
り
で
平
均
気
温
は
一・
二
℃
上
昇
と
、
日
本
の
平
均
気
温
の
上
昇
と
同

程
度
上
昇
し
て
い
る
（
図
２−

12
）。

日
射
量

　
富
士
山
頂
で
は
太
陽
光
線
が
通
過
し
て
く
る
大
気
層
が
薄
い
た
め
、
年
間
を

通
し
て
の
全
天
日
射
量
は
多
く
、
年
平
均
の
全
天
日
射
量
は
一
七・七
MJ

メ
ガ
ジ
ュ
ー
ル

／
㎡

と
、
地
上
の
約
一・
五
倍
程
度
で
あ
る
。
全
天
日
射
量
は
、
一
般
的
に
夏
季
に

多
く
冬
季
に
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
太
陽
高
度
が
高
い
夏
至
の
頃
に
最
大
値
と

な
る
。
夏
季
に
多
い
と
い
っ
て
も
、四
月
か
ら
八
月
ま
で
ほ
ぼ
同
じ
値
で
あ
る
。

最
多
は
五
月
の
二
二・
九
MJ
／
㎡
、
こ
れ
は
、
太
陽
高
度
が
高
く
な
る
夏
至
前

後
に
、
梅
雨
と
な
っ
て
雲
ま
た
は
霧
が
多
く
な
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
全
天

日
射
量
の
最
少
は
一
二
月
の
一
一・二
MJ
／
㎡
で
あ
る
。

湿
度

　
富
士
山
頂
は
、
雲
や
霧
に
覆
わ
れ
な
い
限
り
、
平
地
よ
り
乾
燥
し
て
い
る
。

富
士
山
頂
の
平
均
相
対
湿
度
が
一
番
高
い
の
は
七
月
の
七
九
％
で
、こ
の
頃
は
、

雲
の
中
に
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
番
相
対
湿
度

が
低
い
の
は
、
一
一
月
と
一
二
月
の
五
二
％
と
、
夏
に
高
く
冬
に
低
い
（
単
純

年
平
均
六
二
％
）。

図２−12　富士山頂の年平均気温の推移
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富
士
山
頂
の
相
対
湿
度
の
一
日
の
変
化
は
、
平
地
と
は
逆
で
、
日
の
出
の
あ

と
下
層
の
湿
っ
た
空
気
が
上
昇
し
て
く
る
た
め
雲
や
霧
が
現
れ
や
す
く
、
湿
度

は
正
午
ご
ろ
最
も
高
く
な
る
。
逆
に
、夜
間
は
雲
や
霧
が
な
く
な
り
低
く
な
る
。

一
般
に
、
平
地
で
は
、
気
温
が
一
番
低
く
な
る
日
の
出
前
に
相
対
湿
度
が
一
番

高
く
な
り
、
日
の
出
と
と
も
に
気
温
が
上
昇
す
る
と
相
対
湿
度
が
低
く
な
る
。

風
　
富
士
山
頂
は
風
が
強
く
、
年
間
の
平
均
風
速
は
一
二・
一
ｍ
／
ｓ
で
、
冬
に

強
く
、
夏
に
比
較
的
弱
く
な
っ
て
い
る
。
風
速
が
一
番
強
い
の
は
一
月
で
、
平

均
風
速
が
一
五・九
ｍ
／
ｓ
、
い
ち
ば
ん
穏
や
か
な
八
月
で
も
平
均
風
速
は
七・

六
ｍ
／
ｓ
と
、
一
月
～
二
月
で
は
平
野
部
の
七
倍
程
度
の
風
、
七
月
～
八
月
で

平
野
部
の
二
～
三
倍
の
風
が
吹
い
て
い
る
（
図
２−

13
）。「
春
一
番
」
や
「
木

枯
ら
し
一
号
」
の
基
準
が
お
お
む
ね
八
ｍ
／
ｓ
な
の
で
、
富
士
山
頂
で
風
が
弱

い
八
月
で
も
、
平
地
で
あ
れ
ば
か
な
り
の
風
速
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
富
士
山

頂
の
冬
は
夏
に
比
べ
て
約
二
倍
の
強
い
風
が
吹
く
と
い
っ
た
、
夏
と
冬
で
は
風

速
に
大
き
な
差
が
あ
る
が
、
平
地
の
静
岡
で
は
、
月
別
の
平
均
風
速
が
一
番
大

き
い
の
は
三
月
と
四
月
の
二・四
ｍ
／
ｓ
、一
番
小
さ
い
の
は
一・九
ｍ
／
ｓ
と
、

風
速
の
差
は
〇・五
ｍ
／
ｓ
し
か
な
い
。

　

富
士
山
頂
で
一
五
ｍ
／
ｓ
以
上
の
強
風
が
吹
く
日
数
は
二
三
五・
八
日

（
全
体
の
六
五
％
）
も
あ
り
、
二
〇
ｍ
／
ｓ
以
上
の
暴
風
も
一
三
八・
五
日

（
三
八
％
）、
三
〇
ｍ
／
ｓ
以
上
の
暴
風
も
二
四・
七
日
（
七
％
）
も
あ
る
。
特

に
一
月
～
二
月
が
激
し
く
、
天
気
が
快
晴
で
も
二
〇
ｍ
／
ｓ
前
後
の
風
が
吹
き

荒
れ
る
。

　
風
速
が
一
〇
ｍ
／
ｓ
未
満
の
風
が
弱
い
日
は
、
夏
の
太
平
洋
高
気
圧
に
覆
わ

れ
た
七
月
～
八
月
頃
に
二
〇
日
程
度
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
特
に
風
の
弱
い
時

間
帯
は
、
午
前
八
時
頃
か
ら
正
午
頃
で
あ
る
。

　
台
風
や
発
達
し
た
低
気
圧
が
本
州
付
近
を
通
る
際
や
、
冬
の
季
節
風
が
強
く

吹
く
時
は
、
五
〇
ｍ
／
ｓ
を
超
え
る
風
と
な
り
、
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）

四
月
五
日
に
は
低
気
圧
に
よ
っ
て
七
二・
五
ｍ
／
ｓ
（
西
南
西
の
風
）
と
い
う

最
大
風
速
を
観
測
し
て
い
る
。
次
い
で
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
一
〇
月

二
日
に
台
風
（
当
時
は
番
号
を
つ
け
て
い
な
い
）
に
よ
り
七
〇・五
ｍ
／
ｓ
（
南

の
風
）と
い
う
最
大
風
速
を
観
測
し
て
い
る
。
ま
た
、昭
和
四
一
年（
一
九
六
六
）

九
月
二
五
日
に
は
台
風
二
六
号
に
よ
っ
て
九
一・〇
ｍ
／
ｓ（
南
南
西
の
風
）を
、

次
い
で
、
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
八
月
五
日
に
は
八
六・
〇
ｍ
／
ｓ
（
南

南
西
の
風
）
と
い
う
凄
ま
じ
い
勢
い
の
最
大
瞬
間
風
速
を
観
測
し
て
い
る
。

　
風
速
の
一
日
の
変
化
は
、
平
地
の
変
化
と
は
ま
っ
た
く
反
対
で
、
日
の
出
と

と
も
に
弱
く
な
り
、
日
中
最

も
弱
く
な
る
。
日
没
後
は
次

第
に
強
ま
り
、
日
の
出
直
前

に
最
も
強
ま
る
。

　
富
士
山
頂
で
観
測
さ
れ
る

風
は
、
そ
の
高
度
か
ら
自
由

大
気
中
の
季
節
風
で
あ
る
た

め
、
年
間
を
通
し
て
西
風
が

卓
越
し
て
い
る（
図
２−

14
）。

　
一
月
～
三
月
の
最
多
風
向

は
、
富
士
山
の
観
測
地
点
が

山
頂
の
西
南
西
端
に
位
置
す

る
こ
と
か
ら
、
山
を
回
り
込

む
風
の
影
響
を
受
け
て
、
西

風
で
は
な
く
、
西
北
西
の
風

が
一
番
多
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
四
～
六
月
に
お
い
て

は
、
偏
西
風
の
蛇
行
や
低
気

図２−13　富士山頂の月ごとの平均風速（平成３年〜平成 16 年〈1991
　　　　　〜 2004〉）と静岡市の月ごとの平均風速（平成３年〜令和
　　　　　２年〈1991 〜 2020〉）

富士山頂（年平均 12.1m/s）
静 岡 市（年平均 2.2m/s）
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図２−14　富士山頂の風配図
同心円の数値はその風向の占める割合を％で示す。

圧
の
通
過
に
よ
っ
て
南
西
方
向
の
風
の
頻
度
も
多
く
な
り
、
西
北
西
と
西
南
西

の
二
方
向
の
風
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
周
囲
に
高
い
山
が
な
く
孤
立
峰
の
富
士
山
で
は
、
海
か
ら
の
水
蒸
気
を
含
ん

だ
風
が
直
接
山
肌
に
ぶ
つ
か
っ
て
山
腹
を
上
昇
す
る
気
流
や
風
下
側
の
広
い
範

囲
の
上
空
に
乱
気
流
を
起
こ
し
、
他
の
山
に
は
見
ら
れ
な
い
笠
雲
や
吊つ

る

し
雲
と

い
う
特
徴
的
な
雲
が
現
れ
る
。
昔
か
ら
、
笠
雲
や
吊
し
雲
が
か
か
る
と
天
気
が

変
わ
る
兆
し
と
さ
れ
、
富
士
山
の
麓
に
住
む
人
々
は
、
富
士
山
に
か
か
る
雲
の

形
で
天
気
を
予
測
し
て
い
た
。

　
富
士
山
頂
付
近
で
は
年
間
を
通
し
て
西
寄
り
の
風
が
吹
い
て
い
て
、
こ
の
風

が
山
越
え
（
上
昇
）
す
る
こ
と
で
空
気
が
冷
や
さ
れ
る
。
空
気
が
湿
っ
て
い
れ

ば
水
蒸
気
は
凝
結
し
、
雲
を
作
る
が
、
山
越
え
し
て
下
降
す
る
時
に
は
雲
粒
は

蒸
発
し
て
な
く
な
る
。
結
果
と
し
て
笠
を
か
ぶ
っ
た
よ
う
な
笠
雲
と
な
る
。
同

じ
笠
雲
と
い
っ
て
も
、
山
頂
付
近
の
水
蒸
気
量
や
風
速
の
変
化
な
ど
で
形
が
多

少
変
わ
っ
て
く
る
。
吊
し
雲
は
、
天
か
ら
吊
り
下
げ
た
か
の
よ
う
に
同
じ
場

所
に
留
ま
る
雲
で
あ
る
。
富
士
山
を

超
え
た
気
流
は
、
そ
の
後
も
上
下
に

波
を
打
っ
て
風
下
側
に
伝
わ
っ
て
ゆ

く
。
こ
れ
を
山さ

ん

岳が
く

波は

と
い
う
が
、
こ

の
波は

頭と
う

に
で
き
る
の
が
吊
し
雲
で
、

山
の
中
腹
を
廻め

ぐ

る
気
流
と
ぶ
つ
か
っ

て
上
昇
流
を
強
化
し
た
り
、
時
に
は

渦
巻
い
た
り
し
て
い
る
の
で
、
乱

気
流
に
な
っ
て
い
る
。
昭
和
四
一

年
（
一
九
六
六
）
三
月
五
日
の
富
士

山
上
空
で
起
こ
っ
た
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｃ
機
の

墜
落
事
故
の
主
因
は
、
こ
の
乱
気
流

と
い
わ
れ
て
い
る
。
上
空
の
風
向
や

風
速
が
一
定
で
あ
れ
ば
、
風
下
側
に

で
き
る
波
の
位
置
も
ほ
ぼ
同
じ
な
の

で
、
吊
し
雲
が
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
浮

か
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
夏
以
外
の
季
節
で
は
、
本
州
上
空

は
偏
西
風
帯
に
入
る
こ
と
が
多
い
た

め
に
富
士
山
頂
で
は
西
寄
り
の
暴
風
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が
吹
き
や
す
く
な
る
。
こ
の
た
め
、
富
士
山
五
合
目
の
樹
木
は
風
が
強
い
た
め

に
地
を
這は

う
よ
う
に
低
く
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
西
側
の
枝
が
あ
ま
り
成
長
で

き
ず
、
東
側
に
伸
び
て
い
る
。
ま
た
、
五
合
目
以
上
の
冬
は
、
冷
た
い
季
節
風

が
吹
き
つ
け
る
極
限
環
境
と
な
り
、
樹
木
が
育
た
な
い
だ
け
で
な
く
、
北
ア
ル

プ
ス
や
立
山
の
よ
う
に
夏
の
お
花
畑
を
作
る
高
山
植
物
も
見
ら
れ
な
い
。

降
水
量

　

富
士
山
頂
で
は
、
風
が
強
く
、
気
流
の
乱
れ
も
大
き
い
た
め
、
横
な
ぐ
り

の
雨
が
降
り
、
時
に
は
下

か
ら
降
っ
て
く
る
。
こ
の

よ
う
な
雨
粒
は
雨
量
計
に

は
入
ら
な
い
こ
と
か
ら
正

確
な
雨
量
を
観
測
す
る
こ

と
が
難
し
く
、
積
雪
の

観
測
は
行
わ
れ
て
い
て

も
、
雨
量
の
観
測
は
行
わ

れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
山

麓
で
雨
が
多
い
南
西
斜
面

の
白
糸
観
測
所
で
年
間
降

水
量
が
二
三
〇
〇
㎜
程
度

な
ど
か
ら
、
年
間
降
水
量

は
三
〇
〇
〇
㎜
程
度
で
は

な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。

　

富
士
山
頂
付
近
の
雪

は
、
冬
型
の
気
圧
配
置

で
は
な
か
な
か
降
ら
ず
、

図２−15　富士山頂の月別最深積雪の平年値

降
っ
て
も
気
温
が
低
い
た
め
に
融
け
て
消
え
る
よ
り
も
、
風
に
飛
ば
さ
れ
て
な

く
な
る
こ
と
の
方
が
多
い
。
春
先
に
な
る
と
南
岸
低
気
圧
が
定
期
的
に
通
過
し

て
降
雪
が
多
く
な
り
、
気
温
が

−

マ
イ
ナ
ス

五
℃
程
度
と
比
較
的
高
い
た
め
に
着
雪
し

や
す
く
な
っ
て
飛
ば
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
。

　
雪
日
数
が
多
い
の
は
、本
州
南
岸
を
低
気
圧
が
通
り
や
す
い
三
月
で
あ
る
が
、

こ
の
雪
が
消
え
た
り
、
飛
ば
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
な
く
積
み
重
な
る
た
め
、
最

深
積
雪
の
平
年
値
は
四
月
が
一
番
多
く
二
〇
六
㎝
、
次
い
で
五
月
の
一
九
六
㎝

で
あ
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
時
期
は
、
富
士
山
の
積
雪
が
最
大
と
な
る

（
図
２−

15
）。

　
な
お
、
統
計
の
取
り
方
の
違
い
で
差
が
出
る
が
、
富
士
山
頂
の
年
間
の
最
深

積
雪
の
平
年
値
は
二
一
四
㎝
で
あ
る
。
な
お
、
最
深
積
雪
が
多
い
の
は
い
つ
も

四
月
で
は
な
い
た
め
、
年
間
の
最
深
積
雪
は
四
月
よ
り
大
き
な
値
と
な
る
。

ま
た
、積
雪
が
三
ｍ
を
超
え
た
日
は
、昭
和
二
六
年
～
平
成
一
六
年
（
一
九
五
一

～
二
〇
〇
四
）
ま
で
の
五
四
年
間
で
、
六
回
（
四
月
に
三
回
、
五
月
に
二
回
、

六
月
に
一
回
）あ
り
、こ
の
う
ち
、最
深
積
雪
の
記
録
は
、平
成
元
年（
一
九
八
九
）

四
月
二
七
日
の
三
三
八
㎝
、
次
い
で
、
同
年
五
月
七
日
の
三
三
一
㎝
、
同
年
六

月
一
日
の
三
一
〇
㎝
で
あ
る
。

　
富
士
山
頂
の
積
雪
の
初
日
の
平
年
値
は
九
月
二
四
日
、
積
雪
の
終
日
は
六
月

二
五
日
で
あ
る
が
、
根
雪
（
長
期
間
積
雪
）
の
初
日
は
一
〇
月
二
三
日
、
終
日

は
六
月
二
二
日
で
あ
り
、
富
士
山
頂
の
積
雪
期
間
は
約
七
カ
月
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。こ
こ
で
は
、積
雪
は
観
測
点
周
囲
の
地
面
を
半
分
以
上
雪
や
霰あ

ら
れ

が
覆
っ

た
状
態
の
こ
と
で
そ
の
深
さ
が
積
雪
量
、
根
雪
は
冬
の
期
間
中
に
積
も
っ
た
雪

が
長
期
間
消
え
ず
に
残
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

　
富
士
山
で
の
積
雪
が
存
在
す
る
区
域
は
一
〇
月
以
降
山
頂
か
ら
中
腹
に
広
が

り
、
一
二
月
末
に
は
一
合
目
付
近
に
達
す
る
。
中
腹
の
大
部
分
で
積
雪
が
溶
け

だ
す
の
は
三
月
頃
で
あ
る
が
、
日
本
海
を
低
気
圧
が
通
る
際
は
、
気
温
が
急
上

昇
す
る
の
で
雪
崩
が
発
生
し
や
す
く
な
る
。

年間最深積雪の平年値：214cm
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図２−16　富士山頂の雪日数、霧日数、雷日数の月別平年値

　
最
深
積
雪
の
階
級
別
の
日
数
を
み
る
と
、
冬
期
間
は
ほ
と
ん
ど
の
月
で
積
雪

が
あ
り
、
一
月
～
五
月
で
は
ほ
と
ん
ど
の
日
で
五
〇
㎝
以
上
の
積
雪
が
あ
り
、

中
で
も
四
月
は
、
ほ
と
ん
ど
の
日
で
一
〇
〇
㎝
以
上
の
積
雪
が
あ
る
。

　
富
士
山
頂
の
初
雪
の
平
年
日
は
九
月
一
七
日
、
終
雪
の
平
年
日
は
六
月
五
日

で
、年
間
で
雪
が
降
っ
た
日（
雪
日
数
）は
一
〇
八・四
日
と
年
間
の
約
三
割
で
、

雪
日
数
が
一
番
多
い
の
は
三
月
の
一
七・
三
日
で
あ
る
（
図
２−

16
）。
一
番
少

な
い
八
月
で
も
〇・
一
日
あ
り
、
年
に
よ
っ
て
は
い
つ
で
も
雪
が
降
る
。
こ
の

た
め
、
初
雪
と
終
雪
が
い
つ
な
の
か
が
分
か
り
に
く
い
。

　
気
象
庁
で
は
、初
雪
の
定
義
を
、令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
三
月
に
変
更
し
、

「
八
月
一
日
か
ら
翌
年
の
七
月
三
一
日
ま
で
に
初
め
て
降
る
雪
（
み
ぞ
れ
で
も

良
い
）」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
以
前
は
、
そ
の
年
最
高
の
日
平
均
気
温
の
日
以

降
で
、
初
め
て
降
る
雪
を
初
雪
と
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
統
計
を
取
り
は
じ

め
た
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
以
降
で
、
最
も
早
い
初
雪
は
七
月
三
一
日
と

な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）
は
日
平
均
気
温
の
最
高

値
が
七
月
一
二
日
の
七・九
℃
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
富
士
山
頂
は
夏
に
平
地
で
晴
れ
て
い
て
も
雲
が
流
れ
て
き
て
霧
に
包
ま
れ
た

り
、
逆
に
春
や
秋
に
高
気
圧
が
北
偏
し
て
い
る
時
な
ど
、
北
東
風
が
吹
い
て
平

地
で
は
曇
り
や
雨
の
時
で
も
快
晴
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
富
士
山
頂
の
天
気
は
、
平
地
と
違
う
こ
と
が
か
な
り
あ
り
、
天
気
の
変
化

も
平
地
よ
り
激
し
い
。

　

霧
日
数
が
一
番
多
い
の
は
六
月
と
七
月
の
二
一・
六
日
と
初
夏
に
多
い
が
、

一
番
少
な
い
一
二
月
で
も
一
二・七
日
も
あ
る
。
年
間
の
霧
日
数
は
二
〇
九・一

日
と
、
二
日
に
一
日
以
上
は
霧
が
出
て
い
る
。
富
士
山
頂
の
雪
や
霧
の
各
日
数

は
平
地
よ
り
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
冬
期
間
の
雷
日
数
は
〇・
四
日
前
後
と
少
な
い
が
、
雪
日
数

の
少
な
い
八
月
の
雷
日
数
は
三・八
日
、
七
月
の
雷
日
数
は
二・九
日
と
、
真
夏

は
一
週
間
に
一
回
く
ら
い
は
雷
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
年
間
で
は

一
四・五
日
）。

　
気
温
か
ら
す
る
と
、
八
月
は
登
山
シ
ー
ズ
ン
と
い
え
る
が
、
雷
シ
ー
ズ
ン
で

も
あ
る
。
特
に
午
後
か
ら
夕
方
に
雷
が
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
山
頂

よ
り
中
腹
で
雷
が
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、し
か
も
上
か
ら
来
る
と
は
限
ら
ず
、

地
表
付
近
を
横
に
走
っ
た
り
、
下
の
方
か
ら
来
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
過
去

に
は
登
山
中
の
落
雷
に
よ
る
被
害
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
た
め
、
登
山
中
に
雷

鳴
を
聞
い
た
ら
、
す
ぐ
に
最
寄
の
山
小
屋
へ
の
避
難
が
必
要
で
あ
る
。雪日数 霧日数 雷日数


